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J
I
C
A
・
ア
フ
リ
カ
青
年

地
方
行
政
官
研
修

こ
の
研
修
は
、
我
が
国
が
開
発
途
上
国

を
対
象
に
実
施
す
る
技
術
協
力
の
一
環
と

し
て
、

J
ー

C
A
(独
立
行
政
法
人
国
際

協
力
機
構
)
が
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
国
ゃ
つ
く
り
を
担
う
青
年
層
を

対
象
に
、
専
門
分
野
の
課
題
解
決
へ
の
取

り
組
み
に
資
す
る
知
識
、
意
識
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
、
チ
ャ
ド
、
コ
ー
ト
ジ
ポ
ワ

l
ル
、
コ
モ
口
、
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
、

コ
ン
ゴ
共
和
国
、
サ
ン
ト
メ
・
プ
リ
ン
シ

ぺ
、
ジ
ブ
チ
、
セ
ネ
ガ
ル
、
ブ
ル
ン
ジ
、

モ
|
リ
タ
ニ
ア
、
赤
道
ギ
ニ
ア
、
マ
リ
、

八
イ
チ
か
ら
の
引
名
で
す
。
山
月
四
日

か
ら

2
週
間
強
に
亘
っ
て

G
W
Y
(
岐

阜
県
世
界
青
年
友
の
会
)
の
コ
l
デ
ィ
ネ

|
卜
し
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
一
環
と
し
て
の
郡
上
市
で
の
研

修
で
し
た
の
で
、

G
ー

F
A
で
は
講
義
を

郡
上
市
に
依
頼
し
ま
し
た
。
郡
上
市
商
工

観
光
部
商
工
課
長
の
講
座
「
産
業
活
性
化

に
お
け
る
行
政
の
取
組
み
」
で
は
、
質
疑

が
延
々
一
時
間
以
上
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ

る
と
い
う
熱
心
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

引
世
紀
に
最
も
人
口
が
増
加
し
中
間
層

も
増
え
、
経
済
発
展
す
る
と
さ
れ
る
地
域

が
ア
フ
リ
カ
で
す
。
か
つ
て
は
遠
い
国
で

し
た
が
、
今
後
そ
の
発
展
と
共
に
日
本
と

の
関
係
も
深
ま
っ
て
ゆ
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

市
民
の
皆
様
は
、
郡
上
市
の
小
中
学
校
の

A
L
T
(英
語
指
導
助
手
)
7
人
中

3
人

が
ア
フ
リ
カ
出
身
者
で
あ
る
こ
と
を
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
。
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3月6日世界の料理を楽しむ会ベトナム料理教室を開催しました。食文化を通した異文化理解と国際交流

をモットーとした楽しくおいしい人気の企画です。

今回も広報に掲載されましたが、配布と同時に予約が入り始め、あっという聞に定員になってしまいました。

せっかく申し込まれたのに参加できなかった方には申し訳ありませんで、した。

さてベトナム料理は2回目で、したが、前回とは違い日本で、も人気のフォーを中心にした献立で、した。また「世

界の料理」はできるだけ郡上で生活している外国出身者に講師をお願いするようにしています。今回は日本語教

室に通い熱心に日本語を学んで、くれたベトナム人のグエンさん達にお願いしました。グ工ンさん達は、研修生・

技能実習生として八幡の企業で働いている方です。これまで、に無かったことで、すが、就労先の企業の社長さんに

もお会いし、料理教室の講師として参加することを快諾していただきました。日本の食材でできる献立を検討し

た結果、フォーのほかソップティガ、ネン、タイラオコウを作っていただくことにしました。しかし魚を発酵させ

て作る調味料ニョクマム(魚醤)だけは郡上での調達が困難でした。調理は鶏ガラ1羽分をまるまる鍋で煮込

む本格的なものであり、どのテーブルも美味しく出来上がったようで、す。皆さんがテーブル毎に協力して作った

料理を美味しくいただいた後、後片付けを済ませティータイムに入りました。そこではホワイトボードをスクリー

ンにしてベトナムの基礎知識や日本との関係、ベトナムの世界遺産や文化について理解を深めました。このプレ

ゼンの場には、 5年前に高校生として郡上にホームステイしたことのあるリンさんが留学先の関西から駆けつけ

て手伝ってくれました。

世界の料理を楽しむ会場には、小さなお子さん連れのお母さんやお父さんの参加も多かったのですが、友好

協会では今回もキッズ、ルームを用意し対応させていただきました。

瀬上さおりさん

今日の(料理)教室は(楽しい)楽しかっ左です。ベトナムの人たちゃスタッフの万だちは用意など大変だつだと

思います。会費ち手頃で、あんな|こだくさんいだだいて・

まだ参加しだいです。.T.T

美昧しいものを食べると笑顔|こなります。言葉や習慣が、違ってち食べることは共通です

料理を通じて世界の人と仲良くする。相手を理解する。そして知らない人同士が集まって一緒に料理という作業を

することはとても楽しいことたさと思いましだ。，

j 

熊崎七奈子さん

世界の料理教室|こ参加し、とても楽しい時間を過ごしましだ。他国の方とコミュ二ケーシヨンをとりながら作業

をすることで、その国の文化をより身近|こ感じることが出来て嬉しかつだです。まだ、様々な万と他国の文化を学

ん芝ことで交流が広がり、貴重な経験となりましだ。ありがとうございましだ。
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斉藤貴代さん

ホストファミ リーはなかなかできないけれど、少しは海外の文化|こ触れてみ左いと言っていだ友人 2人を 「世界

の料理を楽しむ会JIこ誘い参加することにしましだ。しかち、ベトナム料理!フォ ! !が作れると聞いてとても

楽しみでし定。

八幡在住の研修生の皆さんと、通訳役のリンちゃんち含め総勢6人の講師|こ心強<思つだのも束の問、 1)ンちゃ

ん以外の研修生との言葉の壁に突き当だりましだ。私の発音が悪いのか、「シユガ J Iソルト」など簡単な英語も

通じずひと苦労。熱心な研修生の皆さんが、入れ代わり立ち代わり私だちの料理の昧見をしてく芝さり、どさくさ

に紛れ分量も全くの目分量(汗)。最後には、何をどれだけ入れ左のか分からないまま出来上がりましだ(笑)。

(日本でもそうですが、 出身地が違えば昧つけも違うもの。当然と言えば当然ですが・ ・・ということで、初めて

挑戦しだフォーは、ハノイとホーチミンのミックス昧になりましだ。)

フォーの他|こちベトナムのお拐み焼き I!¥'インセオ」とベトナム風ゼリ ー 「ラウ力ウ」など、これが本場の日未だ、

よね?と少々不安を抱きつっち、初めて食するベトナムの昧を満喫しましだ。一緒|こ参加しだ友人|こち、こんなに

ドタパタしだ料理教室は初めてだけど、とてち楽しかつだ!是非来年も参加してみたい! !と満足していだだけだ

ようです。

友括協会員でありなか、ら、実は初めての参加。申し訳ないと思いつつも、こうして楽しませていだだけだのは皆

さんのこ、苦労あつてのものです。本当にありがとうございましだ。

9
月
6
日
知
多
市
の
国
際
交
流
協
会
の
皆
さ
ん
が

郡
上
市
を
訪
問
さ
れ
交
流
を
し
ま
し
た
。
知
多
市
側
の

参
加
者
は
何
名
で
内
半
数
が
ブ
ラ
ジ
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

ペ
ル

l
、
中
園
、
韓
国
及
び
北
朝
鮮
等
に
ル
ー
ツ
を
持

つ
方
々
で
し
た
。

交
流
会
は
、
知
多
市
国
際
交
流
協
会
の
活
動
紹
介

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
知
多
市
は
人
口
約
8
万
6
干
人
、

そ
の
内
外
国
人
は
約

1
千

6
百
人
で
比
率
は
人
口
の
円

%
だ
そ
う
で
す
。
主
た
る
事
業
は
、
喫
茶
で
交
流
、

X
マ

ス
パ
ー
テ
ィ
ー
、
年

3
回
の
世
界
の
料
理
、
日
本
文
化

体
験
パ
ス
ツ
ア
!
、
名
大
、
星
城
大
な
ど
大
学
を
交
え

た
交
流
な
ど
を
行
っ
て
い
る
と
の
報
告
が
、
写
真
を
映

し
な
が
ら
あ
り
ま
し
た
。

知
多
市
内
で
は
、
他
に
日

本
語
の
会
、
力
タ
ー
ル
友
好

交
流
会
な
ど
の
組
織
も
あ
り

活
動
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

G
l
F
A
か
ら
の
事
業
の

紹
介
の
後
、
郡
上
踊
り
と
ペ

ル
l
の
ダ
ン
ス
を
互
い
に
教

え
合
い
な
が
ら
参
加
者
全
員

で
踊
り
ま
し
た
。
一
時
間
余

り
で
し
た
が
、
国
際
色
豊
か

で
華
や
か
な
交
流
に
な
り
ま

し
た
。
い
つ
も
な
が
ら
、
郡
上

踊
り
を
、
誇
り
を
持
っ
て
紹

介
で
さ
る
こ
と
に
感
謝
で
す
。
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校に出向いてもらい交流授業をお願いしていた時期も

あります。今回は来日間もないこともあり秋の郡上八

幡を堪能してもらいました。

お城lこ登る途中、岸叙神社では結婚式が執り行わ

れており、新郎新婦を囲んで写真に納まることもでき

ました。またスクリーン印刷の体験では各自が選んだ

柄と色で手ぬぐいをプリントし、その仕上がりに大いに

喜んでいました。

ー
i

工
ミ
ル
・
ヨ
ン
ソ
ン
さ
ん

(ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

)'
i
!
!
i
l
--
i

一

今
回
の
郡
上
エ
ク
ス
カ
1
シ
ョ
ン
は
と
て
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

一

一

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
郡
上
の
秋
の
景
色
は
初
め
て
の
体
験
だ
っ
た
か
ら

一

子

で
す
。
そ
し
て、

2
0
1
4
年
の
岐
阜
大
学
サ
マ

l
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム

一

一

に
参
加
し
た
の
で
、
ほ
ぼ
一年
間
前
に
行
っ
た
と
こ
ろ
を
ま
た
見
学
す
る
こ

一

と
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。
そ
の
時
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
経
験
を
し
た

一

り
、
郡
上
踊
り
の
祭
り
を
見
に
行
っ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
日
本
文
化
の
伝

制を
し
た
り
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回
の
遠
足
は
久
し
ぶ
り

}と
以
外
に
も
、
新
た
な
発
見
を
し
た
気
が
し
ま
し
た
。
例
え

京
り
、
鯉
の
餌
や
り
、
自
分
の
手
ぬ
ぐ
い
の
作
成
な
ど
で
す
。

郡
上
八
幡
は
季
節
を
問
わ
ず
、
面
白
い
町
だ
と
感
じ
ま
し

り
日
本
留
学
の
う
ち
に
、
機
会
が
あ
い
引

発
見
を
し
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

2016 (平成28年)5月

L 

ふれんどしつぶ

、
1
ソ
・
ウ
ネ
さ
ん

(韓
国

)1
i
!
i
1
1
!
1
1
11
1
J

一

2
0
1
4
年
以
降
、
何
回
か
郡
上
八
幡
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。一

一
初
め
て
行
っ
た
と
き
は
ホ

1
ム
ス
テ
イ
で
、
日
本
人
の
家
庭
で
生
活
し
、
名

一

一
物
で
あ
る
郡
上
踊
り
や
郡
上
八
幡
の
美
し
い
と
こ
ろ
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、

一

一
い
い
経
験
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
回
(
日
月
辺
日
)
の

，

句
郡
上
八
幡
は
そ
れ
と
は
ま
た
違
う
新
し
い
郡
上
八
幡
で
し
た
。
初
め
て
の
郡

戸
上
八
幡
の
経
験
で
、
郡
上
八
幡
と
い
え
ば
踊
り
だ
と
い
う
こ
と
が
記
憶
に

-
残
っ
て
い
ま
し
た
が
、
郡
上
八
幡
に
は
そ
れ
以
外
に
も
郡
上
八
幡
城
、
食
品

一
サ
ン
プ
ル
、
紅
葉
祭
り
な
ど
様
々
な
楽
し
み
が
あ
る
と
こ
ろ
だ
と
思
う
よ

一
う
に
な
り
ま
し
た
。
何
回
行
っ
て
も
郡
上
八
幡
は
新
し
い
姿
を
見
せ
、
私

に
郡
上
八
幡
の
楽
し
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
思
い
出
を
母
国
の
家

族
や
友
達
に
も
教
え
た
い
と
思
う
ほ
ど
郡
上
八
幡
は
と
て
も
魅
力
的
な
場

所
で
す
。
外
国
人
だ
け
で
な
く
、
日
本
人
に
も
郡
上
八
幡
の
美
し
さ
、
楽

し
さ
を
伝
え
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
郡
上
八
幡
に
来
て
郡
上
八
幡
を

楽
し
ん
だ
人
な
ら
、
そ
の
魅
力
に
魅
了
さ
れ
な
い
人
は

一
人
も
い
な
い
と
思

い
ま
す
。
こ
の
魅
力
的
な
場
所
が
ア
ジ
ア
を
超
え
、
世
界
に
知
ら
れ
る
の
を

願
っ
て
い
ま
す
。

畷阜爽欝
1 1月22日、岐阜大学の日研生を招き交流しました。

今回の日研生9名は、インドネシア、韓国、オース

トラリア、スウェーテゃン、タイ、中園、ニュージーラン

ド、フランス、ベトナムからの留学生です。いずれも

母国の大学で日本語を学び、日本政府の国費留学生

として選抜・招聴された好青年です。岐大には9月か

ら在籍し日本文化と日本語を学んでいます。

日常会話には不自由しないレベルですので、彼らが

話すときの共通言語は日本語になります。市内の中学

宅 議j
郎

Vol. 38 
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郡上八幡の思い出一一一つの匂い、二つの音 ，...---.=. 一一一一一 李・キキさん(中国)

郡上八幡に行ったのは三ヶ月前のことだった。郡上八幡の思い出と言うと、心に浮かんでくるのは一つの匂いとこつの

音だ。

一つの匂い

「この匂いは何?J ドアを開けると、刺激が強い匂いが正面に吹いてきた。郡上八幡の手ぬぐい屋lこいた私は「間違いな

い、これは手ぬぐいを印刷するために使う染料の匂いだ。」と思った。正直に言うと、私はその匂いが好きではないから、

息を止めるようにしていてちょっと苦しかった。しかし、私はすぐ、部屋の壁に飾っている手ぬぐいに魅かれた。いろいろ

な図案と色と組み合わせて作った手ぬぐいは締麗だった。

「さあ、手ぬぐいを作りましょう。まず、好きな布の色と図案を選んでください。J と職人は言った。布はピンク、シ口、

キイ口の三色があったが、図案は二十種類以上もあった。みんなは職人たちの指示に従って、自分で図案を染めて、乾燥

して、好きな手ぬぐいを作った。郡上踊りは夏だけれど、私は白い布に青い雪を染めて冬っぽい手ぬぐいを作った。いつ

の聞にか強い匂いには慣れていて、楽しい時間を過ごした。

二つの音

一つ目の音は郡上踊りを踊る時下駄の音だ。最初は踊りというのがあまり大きな音が出ないと思っていたが、郡上踊り

は違った。郡上踊りを踊る時、リズムを合わせてカラン、コロンと下駄の音が強く響く。下駄の元気な音を聞いて、周り

の人も元気づけられる。また、みんなが一緒に踊る時、もし自分の調子が外れたら下駄の音を聞いてすぐ気づくから、郡

上踊りにおいて下j駄は一体!惑を作るための楽器とも言えるかもしれない。

二つ目の音は太鼓の音だ。郡上八幡城の前で、太鼓の演奏を聞いた。ドンドンドン、ドンドンドンと太鼓の音が山の上

から遠く遠くまで、届いて行った。太鼓を演奏している人たちは笑顔を持って、観光客に太鼓の魅力を伝えていた。演奏者

の中で一番年下の人は小学生の女の子だった。彼女が大人たちに負けないぐらい元気

に太鼓を叩いる様子を見て感心した。太鼓の音は長く長く心の中に響いていた。
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1

月
白
日
(
日
)
に
、
大
垣
市
の
岐
阜
経
済
大
学
に
お
い
て
「
災
害
時
外
国
人

.
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
」
が
開
催
さ
れ
、
郡
上
市
国
際
交
流
推
進
協
議
会
(
郡

一
上
八
幡
国
際
友
好
協
会
、
白
鳥
町
国
際
交
流
協
会
、
郡
上
市
役
所
)
と
し
て
参
加

・
し
ま
し
た
。

一
前
半
の
講
義
は
、
「
災
害
時
に
外
国

.
人
住
民
が
直
面
す
る
課
題
と
ボ
ラ
ン
テ

・
ィ
ア
の
役
割
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
行
わ
れ

…
ま
し
た
。
講
師
は
、
新
潟
県
中
越
沖
地

・
震
や
東
日
本
大
震
災
の
際
に
現
地
に
飛

一
び
外
国
人
支
援
活
動
に
取
り
組
ん
だ

.
N
P
O
法
人
多
文
化
共
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ

.
ー
全
国
協
議
会
理
事
の
高
橋
さ
ん
で
し

…
た
。
災
害
時
の
現
場
の
様
子
や
外
国
人

.
な
ら
で
は
の
問
題
、
災
害
多
言
語
支
援

・
セ
ン
タ
ー
の
機
能
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

…
役
割
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
後
半
で
は
、
災
害
多
言
語
支
援

セ
ン
タ
ー
の
設
置
・
運
営
訓
練
と
し
て
、

大
垣
市
で
大
規
模
災
害
が
起
き
た
と
想

定
し
、
災
害
多
言
語
支
援
セ
ン
タ
ー
の
立

ち
上
げ
方
や
避
難
所
巡
回
等
の
被
災
外

国
人
の
状
況
把
握
、
情
報
提
供
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
問
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
及
び
引
き
継

ぎ
方
法
な
ど
に
つ
い
て
模
擬
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。

研
修
を
通
じ
て
、

災
害
時
の
外
国
人
へ

の
対
応
に
つ
い
て
の
課
題
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
求
め
ら
れ
る
役
割
、
知
識
、
心
構
え

な
ど
に
つ
い
て
総
合
的
に
学
ぶ
良
い
機
会

に
な
り
ま
し
た
。
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とき :3月 15日(火)

ところ:郡上八幡旧庁舎記念館 2階

主催:郡上八幡観光協会

2016 (平成28年)5月(6 ) 

郡上八幡観光協会の依頼を受けて研修のお手伝いを致しました。インバウンド(=外国人旅行者を誘致するこ

と ・日本ヘ来る外国人旅行者)の必要性を鑑み、郡上八幡観光協会のご協力により実現。郡上市国際交流推進協

議会事業として会員も参加させていただきました。

今回の講師は、英語講師の辻治美専務理事と工イドリアンさん (4月より郡上市ALT)が務め、ホテル・旅館、

商庖、飲食庖で必要な会話を、簡単な単語を使い、やさしい言い回しで表現できるよう、また「すぐに使えるポ

ップ・フレーズ

を添えて、オリジナルテキストを作成しました。午後の忙しい時間でしたが、 30名を超える観光協会員の方々が

ご参加くださり、熱心に受講されました。

初めに講師が客と庖員になり、実際の場面を寸劇で紹介、その後グループで練習し、勇気ある代表者が最後は

アメリ力人のエイドリアン先生を客に、接客にトライしてくださいました。参加者の皆さんのお蔭で、和気あい

あい楽しい研修になりました。

最近日本を訪問される外国人の方々は、インターネットやアニメを通じて、日本に憧れ、日本の生活に大変興

味を持ち、それを体験できることを期待しておられると思います。伝統的な建物、文化や生活を大切にしている

郡上は、それらの方々にとって、素晴らしい訪問地であると思います。ちょっとした外国語の表現を添えること

によって、郡上のやさしいおもてなしの心が伝わると思います。

今後も英語、中国語、韓国語など、取り組んで行きたいと思います。

くすぐに使える ポップ・フレーズ>、

-お会計はお席でお願いします

-おタバコはご遠慮、ください

-関係者以外立ち入り禁止

・ご自由におすわりください

.セール中です

・ギフト用ラッピンク、、承ります

.撮影禁止

・無料です

「やさしい おもてなし英会話」より

Please pay at the table 

Thank you for not smoking 

Staff Only 

Please help yourself to a seat 

We are having a sale 

We do gift-wrapping 

No photography， please 

Free 
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【平成何度ゆさしい日京語講座】

1 0月20日'"'-'1 1月 17日 日本語

教室を開催しました。

日本語教室も 6年目になりました。今

回は参加者も少なかった半面、新たなボ

ランティアの参加もありました。国籍や

レベルの遣いもあるためマンツ-マンが

基本ですが、生徒一人に講師が複数付い

たこともありました。もっと多くの方に

参加していただきたいのですが仕事と日

程の調整が難しいようです。

今回も研修生の方の参加がありましたが、日本語検定の取得をサポー卜していく必要性や、いくつかの検討

すべき課題もあると感じています。教室終了後の交流会でベトナムからの研修生は母国の歌を披露してくれま

した。

~ .J- II 社、仲す立R爪~刀以仲 +-"，E'1 ノ A 叩

級車大学グロ一刀ル推理φロbω田チヱ己ノツーイベントC参00
2月 17日岐阜大学グ口-力ル推進本部 (GHOGL) と留学生センタ一 (ISC)

が合同開催したフォーラム「地域と岐大留学生」に参加しました(共催:岐阜

大学地域協学センター)。

郡上八幡国際友好協会は、会長鷲見幸彦がゲストスピー力ーとして登壇し

GIFAと岐阜大学のこれまでの交流の歴史と意義についてプレゼンテ-ションを

行いました。

他には NPO法人まちづくりスポット代表理事の竹内ゆみ子さんが高山市での

留学生のインターンシップについての報告をされました。また郡上市でホーム

ステイした留学生や、高山市のインターンシツプに参加した留学生たちがそれぞれ自己の体験と考察に基づく

興味深い発表を行いました。

郡上プログラム(ホームステイ)を通して留学生達に郡上(日本)

の自然景観や民俗文化、そこに暮らす人々の暮らしと魅力が多少

なりとも理解されること。そこでの交流を通してお互いの紳を深め、

異文化への理解を高めることなれば、有難いことだと考えています。

また、多文化共生の活動もそうですが、一方的な関係では無く、

多文化への理解と多様性を認めることから「夕ゃイパーシティ」や「イ

ノベーションJ といったキーワードにも繋がっていきます。郡上

で生活する外国籍市民や留学生達が地域の活性化にその力を発揮

することを願っています。

3月 12日地域日本語教育全体会議「岐阜県日本語ボランティアセミナー」が岐阜市ふれあい福寿会館にて

開催されました。主催者は公益財団法人岐阜県国際交流センターです。

文化庁文化部国語課日本語教育専門職の増田麻美子氏から rll'生活者としての外国人』に対する日本語教育

について」の講義があり、その後意見交換となりました。参加者のほとんどが県内の各地域で日本語教室のボ

ランティア講師、コーディネーターとして現場にいる方です。それぞれの教室での課題や悩み、方向性などに

ついてざっくばらんに語り合うことができとても参考になりました。

また日本語教室を推進する意義や国と地方自治体の役割分担、多様な学習目的やニーズへの対応などについ

て整理、確認をすることができました。新年度の郡上市での日本語教室の運営や多文化共生の活動の中に生か

していきたいと考えています。
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A~LT 紹介

合年も市内の学校!こ、新しくみえたAL T C英語指導副手)の先生|こインタビ、ユー

しましだ。
町で見かけたら気軽|こ声をかけてあげてくだ、さいネ!

エイドリアン・べイリー

CAdrian 8ailey) 

出 身: U SA.パージニアリ¥1¥1/'¥'-ジ、ニアビーチ

大学の専攻は¥写真

担当校:石徹白¥北濃小¥高鷲北、小¥中学校

趣 昧:音楽写真¥アウトド7・スポーツ¥ハイキング¥

スキー。

..{;leJ，f):s<:J'命。I，O'<f;3Ò，~.命 cl 1!J，<t3'合'，~"合 d合 ..{;leJ，f):s 命、命。I，Ó・'<f;3 ò，~.rfJJ d1!J，<t3'合!，tNJJd令 ..{;J'eJ，fJ3 命、命。，Ob 命r，~.rfJJ d1!J，<t3'合'，~"合 d台

今年もやさしい英会話教室を開催します。会話を中心とした教室です。

むずかしい文法等は考えないで、とにかく外国の先生達の生の英語に触れて楽し

んで下さい。

。講師

。場所

。日程

。 時問

。参加費

市内ALTの先生

郡上市文化センター
6月23日(木)，_._， 7月14日(木) (全 4回)

午後 7時30分~

2，000円(学生 1，0 0 0円)(全4回分)

け
一
利

一
般略叩紘仰敬

…
隊
員

一回貝ム志一人…法

側大原林産

勝木越組

告)キング(相生モータース)

郡上八幡ホテル積翠閤

郡上合板紛

郡上板金企業組合

紛古池タクシー

国際ソ口プチミス卜般車ー郡上

堀谷医院

力一・ポート・マド力側

株式会社ヱヌエーオ-NAO 

勝三栄コンサルタン卜

十六銀行紛八幡支居

庄村学習塾

大日造菌土木箱)

締高垣組

東海精機紛

八幡信用金庫

八幡病院

松田土木

紛丸芳組

紛ミノグループ

斎藤印刷

杉下医院

ベイホックトラベル紛

紛水のまち郡上八幡
流響の里

⑨トップス

郡上八幡産業振興公社

戸 Eミ

芸員募集中

郡上八幡国際友括協会で/6会員を

募集しています。

個人会員/3.000円
年会費は

法人会員/10.000円

年会費l誌、留学生の受入や学習会、

料理を楽しむ会などの事業や広報活

動の費用として大切lこ使われます。

国際交流事業の企画に関心があり、

一緒|こ手伝ってくたざさる方も募集し

ています。

あ問い合せ:郡上八幡国際友括協会事務局

TEL 67 -1 1 2 1 

ホームページも更新中!どうぞご覧ください。
www.gifa.jp 

足

お問い合わせ郡上市役所市長公室 秘書広報課 80575-67-1121 

E 


